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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，原索動物に属するアラレボヤを用いて、その無性生殖の過程を詳しく調べて本種の特
徴を記述すると共に、発生生物学的研究材料として特記すべき現象を明らかにしたものである。特
に注目すべき点を挙げると，1）このホヤの属するイタボヤ亜科に特徴的な被嚢血管の芽体発生に
おける役割、2）芽体の形態形成における極性異常，3）芽体に蓄積される栄養細胞の実態とその
役割の3点であり，これらの現象の概要は次の通りである。
　1）このホヤは年間を通じて無性生殖を行い、繁殖能力が著しく高い。出芽様式は基本的には囲
鯛腔壁出芽によるが，葡葡型と浮遊型の形態的に異なる芽体が作られる。葡葡型の芽体は著しく伸
長し。親個虫と生理的に全く隔絶した複数の分離芽体を親個虫の周辺に作る。浮遊型では，ユケρ
分離芽体ができ里水流によって運ばれ付着する。それぞれの出芽は、体壁の肥厚と共に被嚢血管が
近接することによって始まる。この被嚢血管は。分離芽体の形態形成と共に新たに芽体の表皮が突
出して作られ。個虫の腹面から体側面へ移行して出芽に関与する。葡葡型芽体では、この被嚢血管
が著しく伸長し、浮遊型芽体ではむしろ分枝してアンプル状血管となる。このことから、被嚢血管
の伸長と分枝するという二面性により、芽体の形態が制御されており、被嚢血管はこのホヤの芽体
形成に誘導的役割を果していると推論した。
　2）相反する前後軸を2つもつ重複奇型が発見された。内部器官はすべて、共通の囲鰯腔上皮に
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よって囲まれていることが組織学的に確認され、二個虫の単なる癒着によって形成されたものでは
ない。芽体の形態形成は親個虫から分離すると直ちに始まるが、重複奇型はこの時の極性の乱れに
よる異常形態形成に起因すると思われる。
　3）分離芽体には。芽体形成時に親個虫から栄養細胞が送りこまれる。この細胞は，電子顕微鏡
的観察と組織化学的手法により，形態学的に“GraMar　a㎜oeb㏄ytes”と同定された。この“Gra－
nu1ar　amoebocytes”は、分離芽体の形態形成に伴って食細胞により貧食され、個虫が次の世代の
出芽を行なうまでに完全に消失する。一方、分離前の芽体には貧食像は認められない。このことか
ら，貧食作用によって“Gram1ar　amoebocy言es’’に含まれる養分が。芽体の形態形成に卵黄的役
割を果していると思われる。また皇“Gra㎜1ar　amoebocy‡es”と食細胞との間には、芽体が親偶虫
から分離することによって起こる芽体内の生理的環境変化が誘起する一種の細胞間認識機構がある
と推論した。
審　　査　　の　　要　　旨
　原索動物1ホヤ類における無性生殖に関する解析的研究については。この動物群が全て海産であっ
て室内飼育が極めて困難なため，今までなされた古典的研究の多くは再度検討を要するのが現状で
ある。
　著者は，今まで記載の皆無に等しかったアラレボヤの無性生殖過程にっいて詳細な観察を行ない里
以下に述べるような新知見を得た。
　第一に，被嚢血管が芽体形成に誘導的役割を果していることをつきとめた。ホヤの芽体発生に関
する記述が、従釆囲鯛腔上皮の形態形成を申心としていたのに対し。この点は新しい着眼といえる。
次に，相反する前後軸をもつ重複寄型を発見し、その起因はこのホヤの芽体形成方式と関係が深い
ことを示唆した。側性の乱れた内臓逆位の奇型は、他のホヤで観察され、実験的にも作り得ること
が知られていたが，このような奇型は今までに例がなく。極性の決定機構を解明する実験的研究に
新しい系として展開される可能性を示した発見といえる。最後に里芽体に血球の申の一種である
“Granu1ar　a㎜oebocytes”が特異的に蓄積されることを明らかにした。このような細胞は一般に
栄養細胞と呼ばれていたが，その形態学的実体や栄養の受け渡しの機序については全く不明であっ
た。著者は。この“Granu1・r　amoebocy言es”が芽体の形態形成にっれて食細胞によって貧食され
ることを明らかにし、この貧食作用により栄養供給がなされる可能性を示唆した。今後加o〃oの
実験系を確立することにより、細胞間認識の機構が解明される点が期待される。
　以上のように本論文は，アラレボヤの無性生殖の特異性をもとに。このホヤが発生生物学的研究
の実験材料として有用であることを示し里無性生殖系を用いた実験的研究の発展の基礎を築いた点
で，高く評伍される業積である。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。
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